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バーチャル電極ディスプレイ[1]上の局所電場を用いて微小管を座屈させ、微小管再滑走
時の滑走方向変化を検討した。キネシンー微小管は生体内で ATPを加水分解し、生体内で
は細胞輸送などに寄与するシステムとして知られている[2]。このシステムは MEMSより小
さいデバイスの開発への応用が期待されている。これまで微小管滑走運動は様々な方法を
用いて制御されている。特に電場を用いて微小管滑走運動は制御されている[3]。過去に
我々はバーチャル電極を滑走中の微小管全体に対して適用し微小管滑走を一時停止させ局
所的かつ可逆的制御を報告した[4]。今回の報告では滑走中の微小管の先端部にのみバー
チャル電極を適用することで微小管が座屈し微小管滑走の進行方向が変化したことを報告
する。微小管の先端部にバーチャル電極を適用した際の微小管滑走の進行方向変化を
Fig.1(b)に示す。先端部にバーチャル電極を適用すると 3種類の挙動で方向変化が確認で
きた。3つの挙動はそれぞれ、微小管が停止および変形しない挙動(Non-stop)、バーチャ
ル電極を適用中に座屈しその後再滑走する挙動(Pause at buckling)、変形せず一時停止
する挙動(Pause at straight)である。座屈後の微小管再滑走の方向変化は、座屈を起こ
さない場合に比べより大きな方向変化であることが分かった。これは微小管の座屈時の変
形エネルギーが進行方向変化に利用されたと考えられる。このことは微小管滑走の方向転
換に変形エネルギーを利用でき、タンパク質分子モーターを用いたナノマシンの開発へつ
ながる。 
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Fig 1. (a) Schematic of direction change of microtubule at buckling. (b) Direction change of 
microtubule at three modes. 
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